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化

笠~
方言

(
肱
北
・
若
宮
地
区
)

若
宮
地
区
は
、
戦
前
ま
で
は
純
然
た

る
農
村
で
し
た
が
、
戦
後
、
大
洲
市
が

発
足
し
た
こ
ろ
か
ら
都
市
的
形
態
を
も

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
農

家
と
新
興
住
宅
、
が
併
存
し
て
い
ま
す
。

若
宮
公
民
館
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
環
を
広
げ
る
た
め
に
、
毎
年

文
化
祭
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
一
二
月
十
目
、
肱
北
公
民
館

若
宮
分
館
に
品
の
い
て
、
第
十
五
回
文
化

祭
を
行
い
ま
し
た
。
書
、
手
芸
作
品
、

生
花
、
写
真
な
ど
の
展
示
作
品
の
ほ
か

に
、
当
日
、
民
一
謡
、
吟
詠
、
大
正
琴
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
川

柳
の
募
集
を
行
い
、
多
数
の
応
募
が
あ

り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

十
五
回
を
数
え
、
地
域
の
行
事
と
し

て
定
着
し
た
文
化
祭
は
、
人
々
の
心
の

交
流
の
場
と
し
て
、
年
々
、
盛
り
あ
が

表
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
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3月定例市議会]

おおず広報

当
初
予
算
は
骨
格
予
算
に

第
一
八
三
固
定
例
市
議
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
件
十
三
件
、

昭
和
五
十
八
年
度
補
正
予
算
案
件
七
件
、
条
例
関
係
十
二
件

そ
の
他
八
件
の
計
四
十
議
案
と
請
願
三
件
、
陳
情
二
件
が
提
出
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
っ

近
田
市
長
は
、
開
会
日
に
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
施
政
方
針
、

予
算
編
成
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

施

政
大
洲
市
長

昭
和
五
十
九
年
度
の
各
会
計
予
算
案
、

市
政
の
進
む
べ
き
方
向
と
本
年
度
に
む

け
る
施
策
の
大
綱
を
ご
説
明
を
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
か
ね
て
よ
り
、
本
市
の
歴
史
と

風
土
に
立
脚
し
つ
つ
、
し
か
も
新
し
い

時
代
に
対
応
し
て
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
、
全
力
を
あ
げ

て
、
市
政
の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
お
お
む
ね

着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

大洲市民憲章

市
政
施
行
三
十
周
年

方

mt 
近

J二~
目

不大

田

本
年
は
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
一
目
、

長
い
歴
史
を
も
っ
十
か
町
村
が
新
し
い

時
代
を
め
ざ
し
て
、
大
同
団
結
し
、
市

制
を
施
行
し
て
よ
り
一
一
一
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
、

わ
が
国
の
経
済
む
よ
び
社
会
が
、
歴
史

上
か
つ
て
な
い
急
速
な
発
展
と
変
化
を

遂
げ
た
時
代
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
伴
い
、
本
市
も
極
め
て
多
く

の
問
題
に
当
面
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
輩
各
位
の
勇
断
と
市
民
の

み
な
さ
ん
の
力
の
結
集
に
よ
っ
て
、
新

し
い
時
代
に
対
応
す
る
地
方
拠
点
都
市

と
し
て
の
基
礎
条
件
が
順
次
充
実
し
、

こ
の
結
果
、
人
口
も
増
加
す
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
市
政
推

進
の
中
心
と
し
て
新
装
な
っ
た
市
庁
舎

と
と
も
に
、
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

の
祝
典
を
あ
げ
る
べ
き
意
義
あ
る
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

い
ま
、
歴
史
的
視
野
に
立
っ
て
考
え

ま
す
と
、
過
去
三
十
年
は
、
大
洲
市
に

と
っ
で
、
ま
さ
に
草
創
の
時
代
で
あ
「

た
と
思
い
ま
す
。

孔
子
の
一
言
葉
に
「
わ
れ
三
十
に
し
て

す
一
っ
し
と
あ
り
ま
す
が
、
本
市
も
い
よ

い
よ
そ
の
主
体
性
を
確
立
し
つ
つ
、
真

に
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成

へ
向
っ
て
、
力
強
く
前
進
す
べ
き
時
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
制
三
十
周
年
を
期
し
て
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
つ
つ
本
市
が
め
ざ
す
べ

き
方
向
と
、
そ
の
実
施
へ
の
主
要
な
施

策
を
定
め
る
べ
く
、
昭
和
五
十
九
年
度

以
降
の
大
洲
市
総
合
計
画
の
樹
立
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
策
定
に
あ
た
り
、
百
人
委
員
会

の
提
言
、
ま
た
、
広
く
市
民
各
位
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
尊
重
し
つ

つ
原
案
の
作
成
を
行
い
、
現
在
、
大
洲

市
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
審
議
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
施
策

次
の
新
し
い
大
洲
市
創
造
の
た
め
に

本
年
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
連
帯

と
参
加
の
も
と
に
公
正
で
明
る
い
創
造

性
の
豊
か
な
市
政
の
推
進
を
基
本
理
念

と
し
て
、
次
の
重
点
施
策
の
積
極
的
推

進
に
あ
た
り
ま
す
。

一
、
中
長
期
的
展
望
を
ふ
ま
え
た
行
財

政
の
合
理
化
と
施
策
の
積
極
的
推
進

二
、
広
域
的
視
野
に
立
っ
た
行
政
の
展

聞
と
拠
点
都
市
機
能
の
充
実

三
、
活
力
と
個
性
豊
か
な
地
域
産
業
の

振
興
四
、
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の

整
備

五
、
健
康
で
幸
せ
な
市
民
福
祉
の
充
実

六
、
豊
か
な
人
間
性
を
め
ざ
す
教
育
の

推
進
と
地
域
文
化
の
充
実

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
複
雑
か
っ

多
様
化
す
る
社
会
経
済
の
変
化
過
程
の

中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
は
、
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
常
に
新
し
い
発
想
と
情
勢
、
そ

し
で
、
勇
断
を
も
っ
て
揮
身
の
努
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

庁
舎
整
備
に
つ
い
て

市
政
の
中
心
施
設
と
し
で
、
昭
和
五

十
七
年
度
よ
り
建
設
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
庁
舎
は
、
立
派
に
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
で
、
本
年
度
は
、

駐
車
場
の
建
設
、
庁
舎
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
旧
公

会
堂
跡
地
に
三
階
四
層
の
白
走
式
駐
車

場
を
建
設
い
た
し
ま
す
。
市
役
所
周
辺

と
こ
の
駐
車
場
で
三
百
台
あ
ま
り
が
確

保
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
別
館
に
つ
き
ま
し
で
も
、
有

効
利
用
を
図
る
べ
く
、

A
7
年
度
事
業
と

し
で
整
備
を
行
い
ま
す
c

当

初

予

算

当
初
予
算
は
、
国
・
県
の
補
助
事
業

な
ど
、
財
源
の
不
確
定
な
も
の
に
つ
き

ま
し
で
は
、
見
通
し
を
得
て
、
六
月
以

降
に
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、

当
初
予
算
は
骨
格
的
予
算
を
中
心
と
し

て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
総
額
百
二
十

八
億
九
百
四
十
一
万
円
で
、
前
年
比
一
-

O
%の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
市
政
運
営
の
基

本
に
つ
き
所
信
の
一
端
を
申
し
あ
げ
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。



割
一
、
中
長
期
的
展
望
を
ふ
ま
え
て
行
財

政
の
合
理
化
と
施
策
の
積
極
的
推
進

市
の
中
心
施
策
で
あ
る
市
庁
舎
も
完

一
成
し
、

A
7
年
度
は
附
帯
設
備
を
進
め
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
完
成
と
と
も
に
、
九

月
を
中
心
に
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

行
事
を
行
い
ま
す
。

施
設
の
整
備
に
伴
い
、
業
務
執
行
の

合
理
化
、
効
率
化
に
努
め
、
健
全
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
重
点
的
に
施
策
を
推

進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
一
層

努
力
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
こ
た

え
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
広
域
的
視
野
に
立
っ
た
行
政
の
展

開
と
拠
点
都
市
機
能
の
充
実

本
市
の
特
性
は
、
地
域
内
に
豊
か
な

土
地
と
水
資
源
を
も
ち
、
交
通
の
要
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
有

利
性
を
生
か
し
、
南
予
の
玄
関
と
し
て

の
町
守
つ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
最

も
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
近
隣
地
域
と
協
力
し
な
が
ら

国
・
県
道
を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路

の
整
備
、
治
水
対
策
、
新
し
い
町
ゃ
つ
く

り
の
た
め
の
区
画
整
備
な
ど
の
都
市
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

三
、
活
力
と
個
性
豊
か
な
地
場
産
業
の

振
興
本
市
の
産
業
は
、
新
し
い
地
域
農
業

の
形
成
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
第
二
次
、

第
三
次
産
業
が
有
機
的
連
携
で
、
相
互

に
創
意
を
出
す
こ
と
に
よ
り
発
展
し
得

統
合
整
理
し
、
特
定
事
業
対
策
室
を
新

設
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

戸
籍
謄
本
な
ど
の
手
数
料
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
と
均
衡
を
図

る
た
め
、
各
種
手
数
料
を
四
月
一
日
か

ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

V
印

鑑

登

録

証

の

交

付

百

円

V
租
税
公
課
に
関
す
る
証
明
、
土
地
・

建
物
に
関
す
る
証
明
、
公
簿
・
公
文

書
・
図
面
の
閲
覧
、
身
分
に
関
す
る

証
明
、
印
鑑
に
関
す
る
証
明
、
住
民

票
の
閲
覧
、
住
民
票
の
写
し
、
住
所

居
所
に
関
す
る
証
明
、
事
実
に
関
す

る
証
明
、
公
簿
・
公
文
書
・
図
面
等

の
謄
本
お
よ
び
抄
本
、
山
林
火
入
の

許
可
書
、
外
国
人
登
録
済
証
明
、
戸

籍
の
附
票
の
写
し
、
経
営
証
明
、
非

農
地
証
明
、
農
地
法
に
よ
る
申
請
書

受
理
証
明

大
洲
市
立
中
学
校
校
舎
建
設
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

大
洲
北
中
学
校
校
舎
お
よ
び
平
野
中

学
校
屋
内
運
動
場
の
建
設
に
伴
い
、
執

行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
の
委
員
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
上
水
道
条
例
の
一
部
改
正

大
洲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
証
明
子
数
料
を
二
百
円
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

昭
和
ぬ
年
度
の
重
点
施
策

i1g 

関

条

保

ま
す
。
「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員

会
」
か
ら
、
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
推
進
体
制
を
つ

く
り
、
実
現
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

回
、
生
活
環
境
の
整
備

「
住
み
よ
い
生
活
環
境
し
に
は
物
心

両
面
が
あ
り
、
こ
れ
が
均
衡
し
て
、
好

ま
し
い
水
準
が
保
て
ま
す
。

物
的
側
面
で
は
、
道
路
改
良
、
下
排

水
路
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
ま
た
、
心

的
側
面
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

強
化
し
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ

し
ま
す
。

五
、
健
康
で
幸
せ
な
市
民
福
祉
の
充
実

福
祉
の
諸
制
度
は
、
年
々
拡
充
強
化

さ
れ
、
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
支
え

る
財
政
は
、
そ
の
困
難
性
が
累
増
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
相
互
扶
助
の

原
点
を
ふ
ま
え
、
新
し
い
発
想
を
導
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
を
守
る
拠
点
と
し
て
の
保
健
セ

ン
タ
ー
機
能
も
充
実
い
た
し
ま
す
。

六
、
豊
か
な
人
間
性
を
め
ざ
す
教
育
の

推
進
と
地
域
文
化
の
充
実

「
市
守
つ
く
り
は
入
会
つ
く
り
」
の
理
念

に
立
っ
て
、
教
育
条
件
の
整
備
、
内
容

の
充
実
強
化
に
最
善
を
尽
し
ま
す
。
学

校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
ま

た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
万
全
を
期
し
て
推
進
い
た
し

ま
す
。

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
職
員
の
定
年
は
、
原
則
と
し
て

六
十
歳
と
な
り
ま
し
た
。

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
設
置
条
例
の
一
部
改
正
及
び
長
の
選

挙
大
洲
市
長
の
選
挙
に
つ
い
て
、
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
板
を
設
け
、

選
挙
の
公
正
確
保
な
ら
び
に
市
街
地
の

環
境
美
化
を
図
る
と
と
も
に
、
明
る
い

清
潔
な
選
挙
の
実
現
を
目
的
と
し
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

行
政
機
構
の
合
理
化
と
特
定
事
業
の

機
能
充
実
の
た
め
に
改
正
い
た
し
ま
す
。

内
容
は
、
建
設
部
の
建
築
住
宅
課
を

おおず広報

人

事

案

件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
橋
本
薫
明
委
員
が
昭
和
五
十
九
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
ま
す
の
で
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

V
槽
田
勝
美
(
八
多
喜
、
六
十
歳
)
新

明るい市づくりにつとめる。

提案理由の説明を行う近田市長

肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

肱
川
流
域
に
お
け
る
広
域
的
か
つ
総

合
的
な
開
発
、
水
資
源
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
調
査
、
検
討
し
、
大
洲
市
の
将

来
の
発
展
と
住
み
よ
い
地
域
環
境
ゃ
つ
く

り
を
図
る
た
め
に
、
特
別
委
員
会
を
市

議
会
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

一
特
別
委
員
会
委
員

}
(
O委
員
長
、
。

副
委
員
長
)

O
小
泉
紘
文
(
福
葉
菅
米
沢
忠
重

上
田
安
範
橋
本
猶
範
亀
岡
利
彦

竹
田
豊
記
宇
都
宮
敏
伯

郷土を愛し、(3) 



昭和59年当初予算
ob'.~ d.宣E ・ a固..圃‘ l:z包:.圃~ ~・ 4 ・~，-r，
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(前年比1.0%増)

大洲市の昭和59年度当初予算は、一般会計、特

別会計、企業会計を合わせて総額128億941万円と

なります。前年度当初予算に比較して、 1億 2，673

万円、1.0%の増額となっでいます。

内訳は次のと F りです。

一般会計 75億 7，800万円(前年比 0.5%増)

特別会計 36億4，237万円(前年比1.8%増)

企業会計 15億8，904万円(前年比1.4%増)

わが国の経済・社会状況は依然として、極めて

厳しい環境です。景気の動向も若干の明るさが見

えますが、地方への淀及はほとんどみるべきもの

がないのが現状です。

国においても、国民生活の安定向上、経済発展

基盤の強化、行財政改革の推進などを基本方針と

して、超緊縮型予算の編成が行われました。大洲

市にわきましでも、地方財政計画および地域経済

の動向などに慎重な配慮を加えつつ健全財政の維

持、積極的な施策の展開を基本に当初予算を編成

いたしました。

国・県と緊密な連携を保ちつつ財源の確保をは

かるとともに、内部的には業務の効率化を図って

経費の節減に努め、予算の重点的配分に努めてま

いります。また、国県の補助事業など財源の不確

定なものにつきましては、国・県の動向を見守り

6月以降に予算措置を構ず、ることとし、当初予算

は骨格的予算を中心に編成いたしました。

(4)一一一一おおず広報

へ市者B占拠

75億7，800万円

入

一
般
会
計
・
歳
入
の
予
算
額
は
七
十

五
億
七
千
八
百
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち

自
主
財
源
(
市
税
、
繰
越
金
、
分
担
金
、

負
担
盃
、
使
用
料
・
手
数
料
、
諸
収
入
、

な
ど
)
は
、
三
十
億
六
百
七
万
円
で
、

全
体
の
三
九
・
七
%
で
す
。
ま
た
、
依

存
財
源
(
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

市
債
、
県
支
出
金
な
ど
)
は
、
四
十
五

億
七
千
百
九
十
三
万
円
で
、
全
体
の
六

0
・
二
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
1

1

1

市
税
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
消
費
税
、
電
気
税
、
軽
自
動
車
問
な

ど
の
税
収
は
、
二
十
二
億
五
千
三
百
哩

十
七
万
円
で
、
歳
入
の
二
九
・
七
%
を
占

め
て
い
ま
す
η

地
方
交
付
税
国
の
地
方
財
政
計
画
の

影
響
を
考
慮
し
て
、
前
年
比
一
・
一
一
%

増
の
十
九
億
四
千
十
七
万
円
(
二
五
・

六
%
)
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
士
二
億
六
千
七
万
円
(
十

七
・
九
%
)
と
前
年
比
二
・
七
%
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
駐
車
場
建
設
事
業
債
な
ど
で
六

億
六
千
九
百
六
十
万
円
(
八
・
八
%
)

を
計
上
し
て
お
り
、
前
年
比
一
五
・
六

%
の
減
で
す
。

県
支
出
金
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
費

補
助
金
な
ど
四
億
二
千
二
百
七
十
九
万

円
(
五
・
六
%
)
で
、
前
年
比
七
・
六

%
の
増
で
す
。

出

民

生

費

歳

一般会計(当初予算)の伸び

721窓口白方不竺1

1
4
3
1
1
j
 

75t意3，7∞万円、

、 7Si窓7，8007子pi
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55年度

59年度

5、646h円
(1.8%) 

56年度

57年度

58年度
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新しい時代の

広報

計~ 2z 般

総
務
費

V
駐
車
場
建
設
事
業
費
二
億
八
千
百

十
六
万
円
。
鉄
骨
造
三
階
建
四
層
の
自

走
式
駐
車
場
を
旧
公
会
堂
跡
地
に
建
設

い
た
し
ま
す
。

V
庁
舎
改
造
費
三
千
万
円
。
別
館
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
改
造
い
た
し

ま
す
。

V

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
に
百
六
十
万
円
、
集

会
所
(
田
処
西
、
・
河
内
)
建
設
事
業
費

に
千
六
百
九
十
八
万
円
。

V
交
通
安
全
対
策
費
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

整
備
事
業
に
七
百
二
十
万
円
、
カ
ー
ブ

一一一一 (5)

ミ
ラ
i
設
置
費
に
二
百
十
五
万
円
。

V
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
住
民
基
本

台
帳
漢
字
導
入
事
業
に
六
百
二
万
円
。

民
生
費

V
老
人
福
祉
費
敬
老
年
金
(
八
十
歳

以
上
に
支
給
)
に
六
百
二
十
五
万
円
、

老
人
健
康
管
理
物
品
給
付
(
七
十
歳
以

上
)
に
四
百
十
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
育

成
事
業
費
に
二
百
八
十
四
万
円
。

V
同
和
対
策
費
地
域
改
善
対
策
事
業

費
に
一
億
七
千
五
百
万
円
。

V
大
洲
学
園
建
設
費
大
洲
学
園
の
移

転
改
築
設
計
委
託
料
に
五
百
三
十
六
万

円
。
市
木
の
育
成
園
裏
に
建
設
す
る
予

定
で
す
。

衛
生
費

V
救
急
医
療
対
策
費
二
百
六
十
四
万

円。V
火
葬
場
費
火
葬
場
炉
レ
ン
ガ
の
張

替
工
事
費
に
百
八
十
万
円
。

V
健
康
都
市
推
進
費
五
百
七
十
一
万

円。V
老
人
保
健
事
業
費
健
康
相
談
費
に

二
百
九
十
一
万
円
、
健
康
診
査
委
託
料

に
千
六
百
五
十
万
円
、
機
能
訓
練
委
託

料
に
二
百
万
円
、
訪
問
指
導
費
に
五
百

四
万
円
。

V
清
掃
総
務
費
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
計
画
策
定
調
査
委
託
料
に
一
千
万
円
o

voん
犬
匙
理
費
五
平
七
百
八
十
二

万
円
。
V
し
尿
処
理
費

円。農林
水
産
業
費

V
農
業
振
興
費

-

八
千
七
百
八
十
三
万

水
田
利
用
再
編
対
策

推
進
事
業
に
千
十
五
万
円
、
地
域
農
政

推
進
対
策
事
業
に
八
百
七
十
五
万
円
。

大
洲
市
ま
ち
ゃ
つ
く
り
委
員
会
補
助
金

に
三
百
万
円
。
こ
れ
は
、
百
人
委
員
会

提
言
の
実
現
を
図
る
た
め
に
推
進
体
制

を
組
織
す
る
も
の
で
す
。

山
林
振
興
対
策
事
業
(
蔵
川
・
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
)
に
四
千
二

百
五
十
四
万
円
。

V
地
籍
調
査
費
上
須
戒
、
八
多
喜
地

区
の
国
土
調
査
費
に
三
千
九
百
二
十
二

万
円
。
V
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
農
業

生
産
基
盤
整
備
(
農
道
改
良
な
ど
)
に

七
千
四
百
万
円
、
生
活
環
境
基
盤
整
備

(
集
落
道
路
)
に
六
千
二
百
八
十
万
円
、

農
村
環
境
施
設
整
備
(
徳
森
小
鳥
越
農

村
公
園
整
備
)
に
八
百
二
十
万
円
。

V
農
村
基
般
南
品
川
合
整
備
事
業
農
村
生

産
基
盤
整
備
(
上
須
戒
折
尾
農
道
改
良
)

に
二
千
九
百
万
円
、
生
活
環
境
基
盤
整

備
(
上
須
戒
大
宅
集
落
道
舗
装
)
に
六

百
万
円
。

V
林
業
振
興
費
松
く
い
虫
跡
地
造
林

事
業
補
助
金
に
八
百
一
万
円
、
打
越
林

道
開
設
事
業
に
三
千
四
百
二
十
六
万
円
。

土
木
費

V
道
路
維
持
費
原
材
料
費
に
一
千
万

円
、
舗
装
補
修
事
業
に
千
三
百
万
円
。

V
道
路
新
設
改
良
費
臨
時
地
方
道
整

備
事
業
(
改
良
、
舗
装
)
に
八
千
万
円
、

市
単
独
道
路
改
良
事
業
に
三
百
五
十
万

円
、
原
材
料
支
給
舗
装
事
業
に
千
五
百

万
円
。
V
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費

峠
橋
橋
り

市税

22億5，347万円

(29.7%) 

その{也

6 f意6.190
万円
(8.8%) 

7ωOhl'j 

ょ
う
新
設
改
良
事
業
負
担
盃
に
一
億
一

千
七
百
万
円
。
昭
和
五
十
六

1
六
十
年

の
継
続
事
業
で
す
。

V
都
市
下
水
路
費
下
排
水
路
整
備
事

業
に
四
千
六
百
万
円
。
地
区
は
、
中
村
、

新
町
、
天
満
で
す
。
市
単
独
下
排
水
路

整
備
事
業
に
一
千
万
円
。

V
公
園
費
八
幡
浜
大
洲
地
区
運
動
公

園
事
務
組
合
負
担
金
に
六
千
百
二
十
万

円。V
公
園
整
備
費
富
士
山
公
園
整
備
事

業
(
遊
歩
道
整
備
な
ど
)
に
二
千
二
百

五
十
一
万
円
。

V
住
宅
建
設
費
地
域
改
善
住
宅
、
十

二
戸
に
一
億
六
千
五
百
二
十
二
万
円
。

地方交付税

19億4，017万円

(25.6%) 

国庫支出金

13億6、007万円

(17.9%) 

消
防
費

V
消
防
施
設
費
防
火
水
槽
等
新
設
工

事
補
助
金
に
百
四
十
万
円
、
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
に
一
億
二

千
五
百
七
万
円
。

教
育
費

V
中
学
校
建
設
費
平
野
中
学
校
屋
内

運
動
場
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
七

百
二
十
平
方
灯
)
新
増
築
事
業
に
九
千

八
百
八
十
五
万
円
、
大
洲
北
中
学
校
校

舎
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
、

五
百
二
十
七
平
方
灯
)
新
増
築
事
業
に

一
億
二
百
八
十
万
円
。

V
公
民
館
費
公
民
館
活
動
費
補
助
金

に
千
五
百
九
十
四
万
円
。
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大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
で
百
十
四
人
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
某
去
方
針
は
、
今
年
度
の
施
政
方
針
と
重
点
施
策
に
対
応
で
き

る
人
材
配
置
を
し
、
職
場
に
活
力
と
清
新
さ
を
導
入
す
る
た
め
、
適
材
適
所
主
義

の
原
則
に
た
ち
、
有
能
な
若
手
や
中
堅
職
員
の
登
用
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
機
構
改
革
に
左
わ
せ
て
、
退
職
者
補
充
を
抑
制
し
て
、
少
数
構
鋭
主
義

に
よ
る
体
制
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

ag 

おおず広報I白い教養を身につける。

機
構
改
革
と

異
動
の
特
色

特
定
事
業
対
策
室
へ
昇
格
強
化

建
設
部
に
国
・
県
営
事
業
の
地
元
調

整
機
構
と
し
て
設
け
で
い
る
「
特
定
事

業
班
」
を
「
特
定
霊
未
対
窒
至
」
に
昇

格
し
、
人
員
を
増
員
し
で
推
進
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

大
課
、
大
係
制
、
業
務
の

=π化

V
建
設
部
の
「
建
築
住
宅
課
」
を
廃
止

し
、
建
築
部
門
を
都
市
整
備
課
へ
、

住
宅
管
理
部
門
を
総
務
財
政
課
に
そ

れ
ぞ
れ
吸
収
し
、
弾
力
的
、
効
率
的

運
用
を
図
り
ま
す
。

V

「
大
係
制
」
へ
組
織
を
再
編
し
、
人

員
の
効
率
化
と
社
会
変
化
に
即
応
で

き
る
柔
軟
な
体
制
を
め
ざ
し
ま
す
o

v
二
課
に
ま
た
が
る
業
務
な
ど
は
、
極

力
士
冗
化
す
る
こ
と
と
し
、
業
務
の

再
配
分
に
よ
っ
て
、
簡
素
・
合
理
化

健康なからだをっくり、

を
図
り
ま
し
た
。

(
)
は
旧
任
、

O
は
昇
任
者
。

一
部
長
級
一

V
議
会
事
務
局
長

O
藤
本
恒
明
(
保
険

衛
生
課
長
)
曹
大
洲
病
院
局
事
務
長
。

吉
川
徳
行
(
総
務
財
政
課
長
)

一
課
長
組
一

亨
市
長
公
室
長
増
本
常
男
(
大
洲
病

院
局
事
務
長
)

V
総
務
財
政
課
長
橋

田
輝
雄
(
税
務
課
長
)

V
税
務
課
長

栗
田
孝
(
福
祉
事
務
所
長
)
曹
市
民
課

長
丹
羽
義
和
(
清
和
園
長
)

V
保
険

衛
生
課
長
。
山
本
章
人
(
保
険
衛
生
課

長
補
佐
)
亨
福
祉
事
務
所
長
堀
口
繁

(
市
長
公
室
長
)

V
農
業
開
発
課
長
。

二
宮
忠
昭
(
農
業
開
発
課
長
補
佐
)
曹

農
業
土
木
課
長

O
品
田
祐
三
(
農
業
土

木
課
長
補
佐
)

V
建
設
課
長
石
田
正

雄
(
農
業
土
木
課
長
)

V
水
道
課
長
。

浅
野
始
(
建
設
課
主
幹
兼
補
佐
)

V
特

定
事
業
対
策
室
長

Q
西
泉
信
男
(
持
定

事
業
班
主
幹
)

V
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
石
川
猪
佐
夫

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)
亨
清
和

園
長

O
片
山
章
(
商
工
観
光
課
長
補
佐

兼
臥
龍
苑
業
務
係
長
)

V
教
育
次
長
兼

教
委
総
務
課
長
大
藤
富
貴
範
(
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
@
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

O
菊
池
務

(
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
)

V
監

査
事
務
局
長
菊
地
久
(
水
道
課
長
)

V
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
山

本
敏
和
(
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画

調
整
係
長
)
マ
教
委
総
務
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長

O
朝
日
安
男
(
教

委
総
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
亨
大

洲
喜
多
衛
生
事
務
組
合
(
派
遣
池
田

利
雄
(
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
)

一
課
長
補
佐
級
}

V
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

O
山
本

茂
(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
専
門
員
兼

書
記
長
)

V
保
険
衛
生
課
長
補
佐
兼
公

害
係
長
中
野
賢
二
(
同
和
対
策
課
長

補
佐
兼
調
整
兼
業
務
係
長
)

V
同
和
対

策
課
長
補
佐
兼
調
整
兼
業
務
係
長
。
入

口
忠
士
(
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼

管
財
係
長
)

V
農
業
開
発
課
長
補
佐

O

谷
本
秀
雄
(
事
務
専
門
員
兼
新
谷
連
絡

所
長
)

V
農
業
土
木
課
長
補
佐

O
谷
本

泰
啓
(
農
業
開
発
課
事
務
専
門
員
兼
開

発
第
一
係
長
)

V
商
工
観
光
課
長
補
佐

笠
井
俊
郎
(
都
市
整
備
課
E

荏
補
佐
兼
都

市
開
発
第
一
係
長
)

V
同
課
長
補
佐
兼

臥
龍
苑
業
務
係
長
。
大
塚
忠
男
(
市
長

公
室
事
務
専
門
員
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係

長
)

V
水
道
課
長
補
佐
谷
生
隆
生
(

建
築
住
宅
課
長
拾
い
佐
兼
建
築
係
長
)

V

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

。
長
田
靖
彬
(
建
設
課
事
務
専
門
員
兼

管
理
第
二
・
失
業
対
策
事
業
係
長
)

V

建
設
課
長
補
佐
心
得
。
三
一
保
礼
三
(
建

設
課
土
木
第
二
係
長
)

V
市
長
公
室
事
務
専
門
員
兼
秘
書
係
長

。
白
中
健
次
郎
(
市
長
公
室
秘
書
係
長
)

V

総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
管
財

係
長
林
田
幸
利
(
大
洲
病
院
局
事
務

専
門
員
兼
会
計
係
長
)

V
同
事
務
専
門

員
兼
財
政
係
長

Q
晶
永
俊
平
(
総
務
財

政
課
財
政
第
一
係
長
)
亨
農
業
開
発
課

事
務
専
門
員
兼
農
政
係
長

O
大
野
茂
則

(
農
業
開
発
課
農
政
係
長
)

V
同
事
務

専
門
員
兼
土
地
調
整
第
一
係
長

O
田
上

隼
蔵
(
農
業
開
発
課
土
地
調
整
係
長
)

亨
農
業
土
木
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係

長
石
間
重
利
(
事
務
専
門
員
兼
菅
団

連
絡
所
長
)

V
都
市
整
備
課
技
術
専
門

員
兼
事
業
係
長
八
木
辰
己
(
農
業
土
木

課
技
術
専
門
員
兼
農
業
土
木
第
一
係
長
)

V
同
技
術
専
門
員
兼
都
市
整
備
係
長
。

二
宮
政
勝
(
都
市
整
備
課
事
業
係
長
)

V
水
道
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
係
長
。

山
鬼
幹
生
(
農
業
土
木
課
国
土
調
査
係

長
)一
係
長
級
一

V
税
務
課
収
納
第
二
係
長
(
)
迂
陽
子

(
犬
洲
病
院
局
主
査
)

V
福
祉
事
務
所

庶
務
係
長
矢
野
美
代
子
(
保
険
衛
生

課
保
険
第
二
係
長
)

V
同
援
護
係
長

佐
伯
幸
一
(
建
築
住
宅
課
管
理
係
長
)

マ
農
業
開
発
課
開
発
第
一
係
長
白
石

隆
寿
(
福
祉
事
務
所
援
謹
係
長
)

V
農

業
土
木
課
国
土
調
査
係
長
♀
化
原
明
敏

(
都
市
整
備
課
主
査
)

V
同
工
務
第
二

係
長

O
城
戸
良
一
(
農
業
土
木
課
主
査
)

V
建
設
課
工
務
第
一
係
長

O
有
友
貞
夫

(
建
設
課
主
査
)

V
同
管
理
第
二
係
長

兼
失
業
対
策
事
業
係
長

Q
坂
本
慎
(
都

市
整
備
課
)

V
同
工
務
第
二
係
長
ハ
汗

上
修
一
(
建
設
課
主
査
)

V
都
市
整
備

課
都
市
開
発
係
長
。
矢
畑
満
芳
(
都
市

整
備
課
主
査
)

V
同
建
築
係
長
(
ハ
酒
田

博
(
建
築
住
宅
課
)

V
特
定
事
業
対
策

室
業
務
第
一
係
長
西
山
隆
夫
(
特
定

事
業
班
業
務
係
長
)

V
同
業
務
第
二
係

長
松
岡
良
明
(
税
務
課
市
民
税
第
二

係
長
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

浜
田
達
実
(
総
務
財
政
課
財
政
第
二
係

長
)

V
菅
田
連
絡
所
長
堀
泰
男
(
農

業
土
木
課
土
地
改
良
係
長
)

V
新
谷
連

絡
所
長
谷
本
秀
男
(
税
務
課
収
納
第

二
係
長
)

V
大
洲
病
院
局
会
計
係
長
。

垣
内
哲
(
大
洲
病
院
局
)

V
同
理
学
療

法
係
長

O
山
崎
康
豊
(
大
洲
病
院
局
)

V
市
長
公
室
柴
田
ミ
チ
子
(
農
業
開

発
課
)

V
会
計
課
稲
谷
勝
子
(
税
務

課
)

V
税
務
課
三
好
良
子
(
保
険
衛

生
課
)
マ
保
険
衛
生
課
山
本
ミ
ナ
エ

(
福
祉
事
務
所
)

V
福
祉
事
務
所
作

田
弥
生
(
肱
南
保
育
所
主
任
保
母
)

V

農
業
開
発
課
笹
田
順
子
(
建
設
課
)



おおず

V
建
設
課
大
野
令
子
(
税
務
課
)

V

農
業
委
員
会
中
野
重
子
(
会
計
課
)

V
同
菊
地
弘
(
建
設
課

)γ
一
子
校
教

育
課
福
桝
富
子
(
市
長
公
室
)

V
大

洲
学
園
泉
寛
市
(
保
険
衛
生
課
)

V

大
洲
病
院
局
厨
房
主
任
ハ
通
田
勝
賓

(
大
洲
病
院
局
)

一
主
事
お
よ
び
主
事
補
}

V
市
長
公
室
松
田
真
(
税
務
課
)

V

総
務
財
政
課
松
本
一
繁
(
保
険
衛
生

課
)

V
同
村
田
泰
志
(
新
採
)

V
同

赤
坂
知
之
(
新
採
)

V
税
務
課
谷
岡

明
(
大
洲
病
院
局
)

V
同

松

本

徹

(

農
業
士
木
課
)

V
同
武
知
省
吾
(
新

採
)

V
市
民
課
堺
孝
司
(
新
採
)

V

保
険
衛
生
課
池
田
栄
治
(
市
民
課
)

V
同
菊
池
章
(
新
採
)

V
福
祉
事
務

所
武
田
康
秀
(
新
採
)

V
農
業
土
木

課
白
石
良
一
(
都
市
整
備
課
)

V
同

後
藤
忠
明
(
新
採
)

V
建
設
課
沖
水

哲
仁
(
大
洲
福
祉
会
館
)

V
同

上

田

信
幸
(
水
道
課
)

V
都
市
整
備
課
村

上
芳
邦
(
建
設
課
)

V
同
蔵
本
和
孝

(
建
築
住
宅
課
)

V
岡
山
本
賢
(
新

採
)
V
大
洲
病
院
局
木
村
昭
博
(
税
務

課
)

V
同
渡
辺
稔
(
新
採
)

V
同

森
野
啓
二
(
新
採
)

V
同
佐
伯
教
子

(
新
採
)

V
同
大
野
し
の
ぶ
(
新
採
)

V
同
沖
野
恭
子
(
新
採
)

V
同

久

保
邦
枝
(
新
採
)
亨
同
中
野
安
美
(

新
採
)

V
同
宮
岡
美
知
子
(
新
採
)

V
大
洲
福
祉
会
館
西
山
茂
寿
(
農
業

委
員
会
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
白
石
恒

子
(
菅
団
連
絡
所
)

V
菅
田
連
絡
所

久
保
京
子
(
平
野
連
絡
所
)

広報豊かな郷土と家庭を築く生産に励み、(7) 

保
育
所
な
ど

{
係
長
級
}

V
肱
南
保
育
所
長

O
鷹
尾
正
子
(
福
祉

事
務
所
主
査
)

V
南
久
米
保
育
所
長

楠
緑
(
新
谷
保
育
所
長
)

V
大
成
保
育

所
長
吉
岡
喜
美
子
(
上
須
戒
保
育
所

長
)

V
新
谷
保
育
所
長
堀
江
弘
子
(

肱
南
保
育
所
長
)

V
粟
津
保
育
所
長

向
井
ミ
ツ
子
(
大
成
保
育
所
長
)
V
上
須

戒
保
育
所
長
渡
辺
圭
子
(
粟
津
保
育

所
長
)

V
大
洲
学
園
児
童
指
導
第
二
係

長
(
涯
相
真
(
大
洲
学
園
主
任
保
母
)

V
大
洲
保
育
所
主
任
保
母
谷
掴
日
合

子
(
大
洲
学
園
主
任
保
母
)

V
喜
多
保

育
所
主
任
保
母
品
田
妙
子
(
徳
森
保

育
所
主
任
保
母
)

V
肱
北
保
育
所
主
任

保
母
高
橋
操
(
喜
多
保
育
所
主
任
保

母
)

V
大
洲
学
園
主
任
保
母
(
)
森
岡
孝

江
(
大
洲
学
園
)

V
大
洲
学
園
大
藤

美
代
子
(
菅
田
保
育
所
)

V
南
久
米
保

育
所
久
保
友
代
(
三
善
保
育
所
)

V

菅
田
保
育
所
宮
本
末
子
(
新
谷
保
育

所
)

V
新
谷
保
育
所
小
越
和
子
(
南

久
米
保
育
所
)

一
保
母
な
ど
}

V
大
洲
保
育
所
新
勝
子
(
徳
森
保
育

所
)

V
肱
南
保
育
所
菊
地
静
江
(
菅

田
保
育
所
)

V
徳
森
保
育
所
仲
間
千

須
子
(
大
洲
保
育
所
)

V
同

笹

田

祥

子
(
大
洲
学
園
)

V
同
玉
井
寿
美
子

(
大
洲
保
育
所
)

V
菅
田
保
育
所
菊

地
慶
子
(
新
谷
保
育
所
)
軍
大
成
保
育

所
上
田
広
美
(
徳
森
保
育
所
)

V
柳

沢
保
育
所
西
森
美
和
子
(
新
谷
保
育

所
)
主
一
善
保
育
所
佐
々
套
晶
子
(

徳
森
保
育
所
)

V
上
須
戒
保
育
所
浅

野
満
利
子
(
粟
津
保
育
所
)

V
大
洲
学

園
浜
田
公
子
(
肱
北
保
育
所
)

V
大
洲
小
学
校
中
野
則
子
(
南
久
米

小
学
校
)

V
久
米
小
学
校
平
塚
フ
キ

子
(
大
洲
東
中
学
校
)

V
南
久
米
小
学

校
渡
辺
道
子
(
大
洲
小
学
校
)

V
大

洲
東
中
学
校
二
宮
洋
子
(
久
米
小
学

校
)
退

職

者

長
い
間
ご
く
る
つ
さ
ん
で
し
た

V
松
本
孝
義
(
議
会
事
務
局
長
)

V
矢

野
久
光
(
市
民
課
長
)

V
山
本
弥
寿
彦

(
農
業
開
発
課
長
)

V
金
上
虎
邦
(
建

設
課
長
)

V
元
岡
達
郎
(
建
築
住
宅
課

長
)

V
泉
覚
弥
(
監
査
事
務
局
長
)

V

笹
田
清
一
(
教
育
次
長
兼
教
委
総
務
課

長
)

V
宮
本
冨
男
(
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
係
長
)

V
上
田
孝
子
(

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
指
導
係
長
)

V
柳

垣
安
子
(
農
業
委
員
会
主
査
)

V
池
田

瞳
子
(
学
校
教
育
課
主
査
)

V
東
延
子

(
平
野
小
学
校
業
務
主
任
)

V
平
井
ハ

ル
子
(
大
洲
病
院
局
副
婦
長
)

V
村
上

知
二
三
(
大
洲
病
院
局
技
師
)
V
A
7
岡

正
道
(
大
洲
病
院
局
厨
房
主
任
)

V
二

宮
修
子
(
南
久
米
保
育
所
長
)
亨
久
保

歌
子
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
明
智
佳
代
(

菅
田
保
育
所
)
曹
域
甲
紀
子
(
大
洲
病

院
局
)
(
計
二
十
名
)

特
別
会
計

老
人
保
険
特
別
会
計

老
人
医
療
費
に
十
五
億
四
百
万
円
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

新
築
住
宅
資
金
に
六
千
二
百
万
円
。

住
宅
改
修
資
金
に
千
五
十
万
円
、
宅
地

取
得
資
金
に
二
千
五
百
万
円
。

水
道
事
業
会
計

菅
田
水
源
地
滅
菌
器
の
取
替
に
六
百

万
円
、
峠
橋
、
新
富
士
橋
の
配
水
管
布 • 

企
業
会
計

設
に
四
百
万
円
、
東
大
洲
地
区
の
配
水

管
布
設
に
三
百
万
円
。

大
洲
病
院
事
業
会
計

建
設
改
良
お
よ
び
器
材
器
具
購
入
費

と
し
て
二
千
万
円
。
内
容
と
し
て
は
、

ポ
ー
タ
ブ
ル

X
線
、
眼
底
カ
メ
ラ
な
ど

の
購
入
と
そ
れ
に
伴
う
改
良
の
た
め
の

費
用
で
す
。

dz皇=ミ、 言十 男リ 昭和59年度当初予算額 f申び率(対前年比)
ト
国民健康保険 18億 7，917万円 L1% 

干寺 国民健康保険診療所 2，576万円 11.0手6

i 簡 Eペンヨノ オt 道 3，349万円 ム 0.2%

号リ 老 人 f呆 早f詰 15億 3，504万円 0.6% 

と 3匠E日Z 場 522万円 ムl.4%

dヱbス、 交通傷害保障 737万円 8.8% 

土地取得造成 903万円 11.3% 

言十 住宅新築資金等貸付 1億 4，729万円 25.9% 

づ、 言十 36{意 4，237万円 l.8% 

オt i藍 3億 4，490万円 ム 0.9%
ユp上、二

国 民 宿 J古《、一 H意 571万円 ム12.4%
業
チ丙 F完 11億 3，255万円 3.6% 

三4日〉ー

業 588万円工 用 7Jて 0.2ラる
言十
づ¥ 言十 15i意 8，904万円 l.4% 

1E〉コ』 計 I 52億 3，141万円

特別会計・企業会計の当初予算



(8) おおず広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

青
年
農
業
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能

を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
農
業
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し

た
「
大
洲
市
青
年
農
業
者
協
議
会
し
が

却
周
年
を
迎
え
、
三
月
二
十
八
日
、

大
洲
市
農
協
に
わ
い
て
総
会
な
ら
び
に

青年農業者協議会20周年

い
農
業
確
立
の
た
め
、
研
修
会
、
交
流

会
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
会
に
お
い
て
、
五
十
九
年
度
の
事

業
計
画
を
審
議
し
、
ま
た
、
役
員
改
選

を
行
い
、
新
し
い
会
長
に
滝
杢
良
一
さ

ん
(
多
田
)
を
選
出
し
ま
し
た
。

記
念
大
会
に
お
い
て
は
、
会
の
発
展

に
貢
献
し
た
歴
代
の
会
長
を
表
彰
し
ま

し
た
。
会
の
発
展
を
願
い
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
わ
り
で

す。歴
代
会
長
被
表
彰
者

V
小
田
海
洋
(
横
野
)

V
中
居
均
(
若

宮
)

V
兵
頭
栄
徳
(
高
山
)

V
岡
崎
三

郎
(
新
谷
)
V
米
沢
宏
仁
(
上
須
戒
)
V
柁

谷
芳
治
(
平
野
)
V
白
居
裕
(
若
宮
)
V
一一

宮
豊
林
(
上
須
戒
)
V
津
田
芳
徳
(
八
多

喜
)

V
松
尾
要
(
三
善
)
V
石
岡
猶
二
柳

沢
)

V
山
本
栄
広
(
上
須
戒
)

V
竹
岡

宏
晃
(
菅
田
)

V
安
岡
秀
峰
(
恋
木
)

記
念
大
会
が
大
洲
市
長
な
ど
関
係
者
五

十
人
あ
ま
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た。
大
洲
市
内
に
住
み
、
農
業
従
事
者
お

よ
び
予
定
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い

る
こ
の
会
は
、
若
い
世
代
に
よ
る
新
し

~
盟
一
民
年
金
一
の
知
識

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

「
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
障
害
者
年
金
、
母
子
年
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
族
年
金
、
寡
婦
大
切
な
届
で
す
。
も
し
、
届
け
出
が
遅

年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
を
受
け
て
い
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
ま
す
と
、
次
回

る
人
は
、
毎
年
、
五
月
一
日
か
ら
三
十
か
ら
の
年
金
の
支
給
が
遅
れ
た
り
、
止

一
日
ま
で
の
聞
に
「
国
民
年
金
受
給
権
め
ら
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
五
月

者
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
三
十
一
日
ま
で
に
、
正
し
く
記
入
し
て

ま

せ

ん

。

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
提
出
先
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
で

す
。
ま
た
、
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合

わ
せ
も
国
民
年
金
係
へ
。

竹岡宏晃さん

(誉回・下町・ 28歳)

三
月
十
日
、
松
山
の
県
共
済
連
グ

ラ
ン
ド
で
聞
か
れ
た
H

第
十
回
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

l
(
県

酪
農
経
営
者
協
議
会
主
催
)

4

で
我

家
で
飼
育
し
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ホルスタイン品評会で

県下ーで

が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
昨
年
十
月
の
農
業
祭
で

育
成
の
部
で
一
一
席
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
あ
る
程
度
の
自
信
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
県
下
一
に
な
れ
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
感
激

は
、
終
生
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。

高
校
を
卒
業
し
、
父
が
酷
農
を
始

め
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
手
伝

育ネよれ れで かか議議議議懇議離轟輯轍麟饗轟験機タ十 いこつ いし価んう
でにうて酪るい現けら鰻務警察機轟轟轟轟轟轟醐懇 誉議機二現てもとかたまてがなこ
でしでい農女ま在る 、階級機敏鵬覇離磁欄鱗畿駅南議議選頭在すがしだすは横でと
いでするに性す、つ自議議緩援護票喝事璽議畿難川崎議議計、ねしい、。収は酪か
き 、が状かががまも分明繍燃繍組事務 錦盤覇鶴鵬殺さみ警護三成。んこ夏 入い農ら
たこ 、況ぎあ 、だりのひ綜燃機総務解除いお;溜轍輯織鑓輯監t民十牛 どと場 は状を始
いれいはられ一、で将投程 定ろ芋しい富くよオま五二 い、は 安態営め
でかた楽ずば生独ぃ来資度経しえ量きん、うンす頭十 と年エ 定でん
すらだな、いを身まをもに営まれのただ乳ににがを三 言中サ しすで現
ねもいも農い共ですこ行な規すば多い牛牛、な、飼頭 え休の てがい在

。:;主字書ZEZ。長旨叱警雪量￥工喜 E言Z之官占 lt会童 2王手竺
牛をな置ねてば 農し設あ。もをねでさが牛ンて成 んなが と業。家
をパいか。くつ にた備る 安そ。てに良のピい牛 どいむ 思と乳み



間一七七し
ιか
が
郡
部
①

おおず

高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
お
年
寄
り

が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
す
こ
と
が
理

想
で
す
が
、
本
人
は
望
ま
な
く
と
も
病

気
な
ど
で
η

寝
た
き
り
H

で
過
ご
す
お

年
寄
り
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

広報

今
月
か
ら
、
η

寝
た
き
り
老
人
ο

の
看

護
法
を
連
載
し
ま
す
。
看
護
法
の
習
得

も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
基
本
的
に
大

切
な
こ
と
は
、
接
す
る
人
の
H

愛
情
U

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

l
lー

洗
面
ーは
日
の
ス
タ

ト

よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

朝
の
洗
面
は
、
一
日
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
大
切
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
ト
7
。

順
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

洗
面
の
手
順

⑦
祇
(
ま
く
ら
)
を
は
ず
す

l
iめご

が
ふ
き
や
す
い
。

①
頭
一
の
下
に
大
タ
オ
ル
(
パ
ス
・
タ
オ

ル
)
、
え
り
も
と
に
中
タ
オ
ル
(
手
ぬ
ぐ

顔
乏
ふ
く
方
向

い
の
大
き
さ
)
を
当
て
る
。

③
品
目
…
い
湯
で
し
ぼ
っ
た
小
タ
オ
ル
(
ハ

ン
カ
チ
の
大
き
さ
)
を
手
に
巻
い
て
、

目
頭
か
ら
目
じ
り
↓
額
↓
鼻
↓
頬
(
ほ

お
)
↓
鼻
の
下
↓
口
の
下
↓
あ
ご
の
順

に
ふ
き
、
え
り
元
に
当
て
て
い
る
中
タ

オ
ル
で
湿
り
気
を
と
る
。

④
言
の
回
り
を
ふ
く
場
合
は
、
あ
ご
の

下
↓
耳
の
下
側
↓
後
ろ
の
首
す
じ
の
順

(9) 

で、
。

こ
ま
か
い
気
配
り
を

目
頭
の
目
じ
り
は
、
目
や
に
が
た

ま
り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ
け
て
み
げ

ま
し
ょ
う
。
目
や
に
が
固
く
つ
い
て
い

る
と
き
は
、
一

1
二
%
の
硝
(
ほ
う
)

酸
水
か
喝
さ
ま
し
を
綿
か
ガ
ー
ゼ
に
湿

ら
せ
て
、
目
頭
か
ら
目
じ
り
へ
と
ふ
き

ま
す
。

耳
耳
の
中
、
耳
の
後
ろ
な
ど
は
、
あ

か
が
つ
き
や
す
い
部
分
で
す
か
ら
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。
耳

の
穴
は
、
タ
オ
ル
を
指
に
巻
い
て
ふ
い

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
と
き
に
は
、
綿
棒

や
耳
か
き
を
使
っ
て
、
耳
あ
か
を
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。
耳
や
め
か
が
た
ま
っ

て
い
て
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

首
す
じ
首
す
じ
は
汚
れ
や
す
い
部
分

で
す
か
ら
、
ベ
ビ

i
用
の
入
浴
剤
か
石

け
ん
を
少
し
使
っ
た
ほ
う
が
、
さ
っ
ぱ

り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
湯
も
替
え

て
、
て
い
ね
い
に
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。

ひ
げ
男
性
は
ひ
げ
が
伸
び
る
と
や
つ

れ
て
み
え
ま
す
か
ら
、
毎
日
そ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
か
み
そ
り
は
、
電
気
か
み

そ
り
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
り
あ
が
っ

た
ら
、
熱
め
の
お
し
ぼ
り
で
ふ
い
て
仕

上
げ
を
し
ま
す
。

顔
は
、
朝
夕
、
洗
っ
た
り
ふ
い
た
り

し
ま
す
か
ら
、
特
に
汚
れ
て
い
な
い
か

ぎ
り
石
け
ん
な
ど
は
使
わ
ず
、
お
湯
だ

け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

自

No.68 

あ
け
ぼ
の
大
洲
⑩

水
平
社
の
結
成

明
治
十
年
ご
ろ
か
ら
起
こ
っ
て
き
た

自
由
民
権
運
動
の
中
で
、
被
差
別
部
落

の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
人
権
を
取
り
戻

す
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
人
も
出
て

き
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
、
岡
山
で
「
備
作
平

民
会
」
が
結
成
さ
れ
、
差
別
を
受
け
る

の
は
、
被
差
別
部
落
の
人
の
中
に
原
盟

が
あ
る
と
考
え
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

改
善
し
、
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
政
府

吋
も
こ
の
運
動
に
注
目
し
、
「
同
情
・
融

制
和
」
の
政
策
を
う
ち
出
し
ま
し
た
が
、

間
十
分
な
成
果
を
上
げ
る
ま
で
に
は
至
り

糊
ま
せ
ん
で
し
た
。

時
大
正
七
年
の
米
騒
動
の
み
と
、
社
会

側
運
動
が
高
ま
り
、
こ
れ
が
部
落
差
別
に

時
苦
し
む
人
び
と
を
刺
激
し
、
み
ず
か
ら

蜘
の
手
で
解
放
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

蜘
高
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
大
正
十
一
年
、

問
全
国
か
ら
代
表
が
京
都
に
集
ま
り
、
全

開
国
水
平
社
創
立
大
会
を
聞
き
ま
し
た
。

糊
そ
の
宣
言
は
、
「
全
国
に
散
在
す
る
被

酬
差
別
部
落
民
よ
団
結
せ
よ
し
で
始
ま
り
、

「
水
平
社
は
か
く
し
て
生
ま
れ
た
。
人

の
世
に
熱
あ
れ
、
人
聞
に
光
あ
れ
し
と

結
ん
で
い
ま
す
。
会
場
の
人
び
と
は
差

別
へ
の
い
か
り
と
、
共
に
立
ち
上
が
ろ

う
と
す
る
感
激
で
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

人
権
の
歴
史

(
五
)

取運お
り動こ昭
t肖をり手口
さ展ま八
せ開し年
ましたに
し、。高

た不水松
。当平差
在社別
差は裁
別 、半日
判全事
決国件
を台守 tr~

戦
後
の
部
落
解
放
運
動

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
に
よ
り
、
「
す

べ
て
の
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身

分
ま
た
は
門
地
に
よ
り
・
・
・
・
・
・
差
別
さ
れ

な
い
し
と
し
た
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
「
部
落
解

放
全
国
委
員
会
し
が
結
成
さ
れ
て
、
部

落
解
放
運
動
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
京
都
市
で
起
こ
っ

た
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
」
に
よ
っ

て
、
解
放
運
動
は
よ
り
具
体
的
に
な
り
、

行
政
の
問
題
、
国
民
全
体
の
問
題
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
、
「
同
和
対
策
審
議
会

答
申
」
が
出
さ
れ
、
「
同
和
問
題
は
人

類
普
遍
の
原
理
で
み
る
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
課
題
で
あ
る
」
と
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
し
が
制
定
さ
れ
飛
躍
的
な
進
展

を
と
げ
現
在
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措

置
法
」
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。



一
三
月
五
日
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に

一
お
い
て
、
市
内
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
活
動
推
進
者
百
五
十
人
が
参
加
し
、
第

一
五
回
大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会

一
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
こ
の
大
会
は
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

一
を
め
ざ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
展

一
聞
を
は
か
り
、
地
域
に
生
き
が
い
と
連

帯
感
あ
ふ
れ
る
生
活
の
場
を
築
く
た
め
、

実
践
活
動
を
通
じ
て
得
た
体
験
を
も
と

に
、
日
ご
ろ
の
問
題
を
研
究
し
、
新
し

E
ヨJ
A
-
-
・0

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
守
つ
く
り
の
展
開
を
は

J
l
J
l

か

る

た

め

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

赤

十

字

運

動

月

間

大
会
は
、
開
会
式
に
続
い
て
、
よ
り
五
月
は
、
「
赤
十
字
運
動
月
間
L

と

よ
い
地
域
、
つ
く
り
に
貢
献
し
た
四
氏
、
し
て
、
社
員
増
強
、
社
資
募
集
運
動
を

三
団
体
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
実
施
い
た
し
ま
す
。

者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
本
年
度
は
、
二
百
八
十
六
万
円
を
目

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
も
の
」
と
標
額
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字
運

題
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
、
権
現
荘
園
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て

長
楠
野
義
計
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た

。

例

年

の

と

お

り

、

各

区

長

さ

ん

を

通

各
地
域
の
郷
土
芸
能
な
ど
の
ア
ト
ラ
じ
て
ム
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

ク
シ
ョ
ン
の
後
、
各
地
域
の
コ
ミ
ユ
ニ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
も
伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
。
ゆ
伊
ゆ
伊
的
印
。
"
。
伺
d
hめ
初
め
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
相
ゆ
。
。
ψ
ゆ
伊
の
伊
ゆ
ゅ
の
伽
ゆ
伊
的

ωゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
。
。
ψ
の
伊
の
伊
0
0
0伊
の
ゆ
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
。
ゆ
伊
ゆ
ψ
の
伊
の
伊
旬
ψ
0
0
0
"。
"
的
印
吊
伊
ゆ
ψ
ゆ
0
0伊
ゆ
ψ
の
伊
ゆ
伊
砂
川
V

砂
伊
ゆ
ψ
0ゅ
の
伽
ゆ
伊
ゆ
ψ
0
0
0
0
0伊
ゆ
ψ
ゆ
ψ
の
ω
Vめ
伊
砂
@
句
"v

が
残
つ
で
い
て
い
い
で
す
ね
。

V
四
国
で
す
か
ら
、
も
っ
と
暖
か
い
と

田
心
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
以
外
と
冬
の

寒
さ
は
厳
し
い
の
で
す
ね
。

V
季
節
季
節
に
、
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
な

お
祭
り
や
行
事
が
あ
り
、
楽
し
い
で
す

ペ
品
。

V
主
人
は
ま
じ
め
で
、
家
族
の
た
め
に

-
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

の
で
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
体

に
気
を
付
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。

)
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おおず

消費者の日

5月30日
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季
節
の
行
事
が
楽
し
い
で
す
ね

八
多
喜
・
中
町

谷
本
洋
子
さ
ん

V
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
村
の
生
ま
れ
で

す
。
三
歳
の
時
に
川
崎
市
に
移
り
、
そ

こ
で
育
ち
ま
し
た
。
多
摩
川
を
見
て
育

ち
ま
し
た
。

V
主
人
(
正
徳
さ
ん
)
と
は
、
川
崎
の

職
場
で
知
り
あ
い
、
昭
和
四
十
九
年
に

結
婚
し
ま
し
た
。
主
人
が
長
男
で
家
を

歳

手
伝
う
た
め
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
大

洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
子
供
は
、
長
女
貴
チ
(
九
歳
、
小
凹
)

次
女
真
知
子
(
六
歳
・
小
二
、
長
男
直

樹
(
四
歳
)
の
三
人
で
す
。

V
八
多
喜
の
第
一
印
象
は
、
小
さ
な
町

だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、
白
然

テ
ィ
推
進
者
に
よ
る
実
践
発
表
が
行
わ

れ
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
者
(
敬
称
略
)

V
植
木
照
子
(
肱
南
)

V
谷
本
満
雄
(
肱

北
)

V
二
宮
ウ
タ
子
(
喜
多
)

V
松
井

義
太
郎
(
大
川
)

V
里
獅
子
保
存
会
(

平
野
)

V
柳
沢
青
年
農
業
後
継
者
協
議

会
V
相
撲
甚
句
保
存
会
(
上
須
戒
)

長
男
の
直
樹
く
ん
と

新
刊
図
書
案
内

古
典
大
系
日
本
の
指
導
理
念
日

1
日

第
一
法
規
出
版

日
本
人
の
仏
教

1
1
日
東
京
書
籍

日
本
の
リ
ー
ダ
ー

1
1
日

第
二
ア
l
ト
セ
ン
タ
ー

現
代
行
政
全
集
1
・2
・5
・6・ロ
j
目

白

ぎ

よ

う

せ

い

中
国
の
国
民
革
命
尾
鍋
輝
彦
著

サ
ル
を
見
て
人
間
本
性
を
探
る

杉
山
幸
丸
著

野
あ
ざ
み
は
生
き
る
四
方
美
智
子
著

恐
る
べ
き
子
供
の
食
卓
河
野
友
美
著

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
知
略
と
実
戦

市
川
順
一
著

日
本
エ
ビ
ネ
花
譜
1
・
2高
橋
勝
雄
著

世
界
発
明
物
語

日
本
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

家
庭
大
工
百
科
主
婦
と
生
活
社

明
治
農
書
全
集
叩
友
田
清
彦
校
注

ゴ

ヤ

堀

田

善

徳

著

国
文
学
貼
り
ま
ぜ
円
地
文
子
著

お
し
ん
4
戦
後
篇
橋
田
嘉
賀
子
著

震

え

る

舌

三

木

卓

著

塚
原
ト
伝
十
二
番
勝
負
津
本
陸
著

秘

伝

高

橋

治

著

黒
白
上
中
下
池
波
正
太
郎
著

街
道
を
ゆ
く
辺
司
馬
遼
太
郎
著

わ

が

ナ

グ

ネ

鄭

貴

文

著

絵
本
通
俗
三
国
志
1
1
ロ湖
南
文
山
文

図

書

館
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第 2田健康づくり大会
3月10日、大洲市民会館で、第 2回

大洲市健康づくり推進大会が、関係者700

人が参加して行われました。事例発表

などが行われ、健康の大切さを再認識

しました。

経義党議論議議づく&)鐘献金
i 
J暴

4・メを
ズ旬、庁

_/  

年を忘れて、ハッスル

大洲市老連スポーツ大会

第12回大洲市老人クラブ連合会スポーツ大会が 3月27日、

旧北中グランドaにわいて、各地域の老人クラブ会員 700人

あまりが参加して行われました。

大会は12の老人クラブに分かれて、対抗戦で行われ、ボ

ーリング、ふうせん割りなどに、若さをとり戻し、ハッス

ルしました。総合順位は、①三善、②八多喜、③柳沢でし

た。

ふれあいの場に

肱北ロビー展
肱北地区の各グループ、サ

クル活動の成果を発表、各サー

クルのふれあいの土易をつくろう

と今年も、 3月10目、 11日、肱

北公民館においてミロビー展と

が聞かれました。訪れる人々は

発表作品の前にしばらく足をと

めていました。

これからも仲良く

大洲・南久米保の交流
3月13日、平野の運動公園に

おいて、大洲、南久米保育所の園

児、父兄 300人が集まり交流会

を行いました。 仲良し宣言を行

い、ゲ←ムを楽しみ、これからも

中良くすることを誓いました。

第5回サッカー選手権
大会新谷、三善が優勝
3月 4日、喜多小グランドほか

で18チームが参加して、第 5回大

洲市サッカー選手権大会が行われ

ました。ノj、雪が降る中、熱戦が展

開され、 A ブロック(6年)では

新谷、 B ブロック(5年以下)で

は三善のそれぞ、れスポ ツ少年団

カfイ憂E券しました。

3月末までの ン春 講商場と記場開川ん犬て年主擁己加家盈 二 ま jll1立をiiiU 師題所き事所間田で、。、 十八 川す国 会は J 11 大洲市内の交通事故 lの
霊…雲専問庁長fHI撃i安ト 1T 一回

3月末|昨年 全べ T 田会月 は子弟 に の大

一雄雄教二 博一 、 に生 生藩計!大
現在同期 運ル楽 一琴先育十 館物日 先の現招ま、 誕 中洲藩交

ま京百孟芸~J 件数 3 3 3 4 雪トシ 行 セ八 1 行人教育 大かれ一 三の

先生ン日 六 いの 忽洲川警三主、芝 れ、六 年百教育卜一一一

4 6 4 1 
を i 生とタ十 月 ま遺に 、大八 「

負傷者 しズ 洲大 i時二 十二 す。徳を尽し所七洲五年四 あに尽に倫堂明

死書 。l 2 めて 、ノ 」 半 日 しまに四藩代固たし
1 のし建八 月 りた
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乳

幼

児

おおず

健

-='/'" 
0"，"， 

実

施

日

該

当

者

5
月
1
日
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
月
生

5
月
8
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

5
月
日
日
(
木
)
昭
和
町
年
目
月
生

5
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生

5
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生

は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
口
時
加
分
i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

対野
バ笹川
K

コ
一
司
引
)

広報お知らせ

経

口

生

ポ

リ

オ

ワ
ク
チ
ン

らせ

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

しわ

告
⑮
3
ワ
ワ
5

ま
す
。こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後
三
か
月
か

ら
四
十
八
か
月
(
で
き
る
だ
け
十
八
か

月
ま
で
が
望
ま
し
い
)
の
聞
に
二
回
飲

み
ま
す
。
完
全
に
免
疫
を
つ
く
る
た
め

に
必
ず
二
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

一
回
目
昭
和
問
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
問
年
1
月
白
日
ま
で

二
回
目
昭
和
田
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
田
年
6
月
初
日
ま
で

※
昭
和
田
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
ま
だ
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人

料

金

無

料

日
程

5
月
初
日
連
絡
所
管
内
分

5
月
白
日
旧
大
洲
町
分

時
間
日
時
叩
分
l
H
時
却
分

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
ロ
∞
母
子
手
帳

問
診
票
の
な
い
人
は
印
か
ん

婦
人
の
集
団
検
診

(
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
)

次
の
要
領
で
婦
人
の
集
団
検
診
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
臼
と
場
所

5
月
泊
目
(
火
)
上
須
戒
連
絡
所

5
月
初
日
(
水
)
八
多
喜
連
絡
所

5
月
白
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

検
診
内
容
(
)
内
は
料
金

O
子
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)

O
乳
が
ん
検
診
(
二
百
円
)

対
象
者
初
歳
以
上
の
婦
人

受
付
時
間
四
時
i
H時

h
H
B
Uノ
ト
じ
勧
V
4
~

4
批
T
佐

ts必
的
v
J
A
F
j

ヌ

UMf
凶
口
部
ー

母

親

6
月
8
日

お

産

の

準

備

と

経

過

哩

L
担
問
|
|
パ
川

6
月
辺
日
乳
幼
児
の
保
健
、
お
風
呂
輔
調
誕
閥
、
-
一

21

7
月
6
日
産
後
の
保
健
、
家
族
計
画

6
-
a臨
附
明

時

間

日

時

1
日
時
(
た
だ
し
、

5
月

中

1
j
u
e

お
日
は
9
時
1
日
時
)

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
五
百
円

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

5
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

5
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。
告
(
ω
3
1
6
5

5
月
3
日

5
月
5
日

5
月
6
日

5
月
日
日

5
月
初
日

5
月
幻
日

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

...... 
十

害甚

相談ごと案内
いず、れも無料ですので¥

事歪にご利用くださし」

砂交通事故相談

と き 5月 8日 10fi寺-15日寺

(春の巡回交通事故相談)

5 月21日 10日寺-15日寺

ところ 市役所

砂人権相談

と き 5月21日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 5月 1日

5月10日

5月25目。

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 5月17日 10時一15日手

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。 E ⑫3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 5月21日 10時一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 5月24日 13日寺-14時

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

⑫6100) 、大洲福祉会

館(新谷E⑫0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

お気

お知らせ

13日寺-16H寺:

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

5
月
日
日
妊
娠
中
の
保
健

5
月
お
日
妊
産
婦
の
栄
養
と
歯

世マ
官内

休日の漏水修理 (82~1yo)ま lもが汚れ か

しタのそ メ知章σコ
よ iでんで l つ

月日当番業者 会 うのはないタて

5月3日 淳山水道工事 24-2583 
。そあ戸を斤る lいメ
うり もボま i

5月5日 いの水道工事底 24-22日 じま通のッすタ き 道
すをせるでクか i れ メ

5月6日 内田電気水道設備
25-5532 んのすス?が
25-2858 る。は。内 ど し、

5月13日 大塚鉄工所 25-0300 よ時気左手 大は
」ヲ で タ

5月20日 岡福水道工事底 24-3656 にう 々、い切な意タト す
あ ヵ、 は;

は旦2日奥田水道商会 22ゴip; しメしミ*t二 る ノ

後

コU-一=ロ

新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
役
所

は
、
市
職
員
の
た
め
の
施
設
で
な
く
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
施
設
で
す
。
明
る

く
、
開
放
的
な
市
役
所
で
す
。
お
気
軽

に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

大
洲
市
は
間
も
な
く
三
十
歳
。
入
閣

で
い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
が
働
き
ざ
か
り
、

大
洲
市
の
未
来
二
は
、
青
空
が
広
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
り
よ
い
大
洲
市

を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
築
い
で
い
く
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
(
や
)
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